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教練をこ争降狂利尿薬の使用頻度を剰司郎対象例をこつい

て調べてみると,予想Lたより少なく謁餌｡望私 議尊前昭

巨頭の調査では,降圧利尿薬の選択をこ不郵魯な盈併症をも

つ例がち本態性高血圧患者の約6窃%をしめていることを

考えると予降圧利尿薬綻腰用頻度の滅頗濫筆数脅摂取農

の多い弼奉太に遜している靴駕があ-｡ても,当然の結殿

こ.軌::_I_rL卜∴.

結 論
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をこ影響を及ぼす血清ニ3レスノ7"-m--勅 ば汲酒尿酸亨耐糖能

低~車凝着無を検討し 欧の結論を得た.
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望.高尿酸血症は予金棒で三遷漫S%'でヤ降圧利尿薬服用
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のいずれも示さない例は}全体で凌且.8%,降圧利尿薬服

用例を除いても4息女8%であった守当院の本態性高血圧患

儀一では声高ニ3レステロ-ル血症予商尿酸蝕症菅耐糖能低

下はLぼしぼ認められ,これらをみない例は嶺63%をごすぎ
∴守AJ･l∴

とLてぼ,降圧利尿薬以外の薬剤,例えばC級接続薬,

ノ二†.
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高を翫雄性心疾患曹虚を雛を三心疾患苧左登肥尭き解離性太動脈痴予叢漉接触に､肥大
J.1直轟.

近年,降圧薬療法が脳卒中など直接高血圧をこ依存性の

高い合併症を減少させたのに対し,高血圧を治療するこ

とをこより心筋梗塞などの虚血他心疾愚の発生頻度を減少

させたいという成績は,ほとんど縛られていない.今回,

｢心疾患に∴伴う高血圧｣というテ-マを,①高血圧心不

全 ②虚血性心疾患と高血圧 ③その髄の心疾患と高血

圧 ④高彪圧性心疾患の治療方針捌厩序で展開Lながら予

心肥大の縮かの意義を考えたいむ

t.高血圧性心不全

l鶴よるとき心不全を発症とぶた者の冒5%に高屋敵圧が発行

しており阜虚血性心疾患釣発現も高血圧がある者では,

望倍以上の頻度とな-了だいる.商漉狂は心肥大のみでな

く予心不全砂虚血性心疾患の発現に濃密な役禁tjを担-了こ

いることは明らかである心痛血圧性心不全をきた-軒機序

る(閣議),棒杭轍高血圧に対しゥ産室は初期机が鷺償

鶴-I1:rこ川L鉦両irlきて穐字,JL:根ざ.i巨1粧;ll(事㍉工∴ 十

の後増加した壁応力を正常化きせるた捌こ嘗求心性の左

室肥太をおこす&肥嘉そのも瑚£産室の収縮力を低目日常さ

せないが声男巴太が不十分の壌倉賢壁応力の増加を十分代

償することができず亨前免荷と収縮力の予騰力をこ対して

後負荷が過大となり,いわゆる儲後負荷不均衡"がおこ

るやまた-方では,限界を越えた高麗の肥東は,生化学

噂帝観梅学的に心親細胞の愛す転を伴い7収縮力の低下を
もたらす｡こうして9急激な血圧上界をこよる過度の後負

荷増師恩芳心葡出畳を低下させ菅産室拡張終期容量増加予

左等拡張終願圧点界をきたLノ,肺葉纏血管狂の上界は肺

うつ痕も}肺水腫を惹起させる弔冠動脈硬化齢共存は糖に

濃密な増悪鏑予でありや蔵敷狂をこよ63促進された冠動脈

硬化が心娩虚ぬ姓を教みず収縮性を低㌣させるのみでな

;脛を著しく上卵"きせる∴またを登拡張終期圧のと界は9

心内膜Fの泊乱流を低下させ,心筋療胤を増悪させる血こ

れに)の機能的因子の鯉に,変感神経亨レrニッ将アソギオ

テソシソ糸など碍神経車体練糸的予が開5㌦ずるといわれ
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冠動脈硬化促進

浬 璽

大動脈圧上昇葛 鍔

産室肥東碑 孝義 ♂
または収紺性低下

覇 i
心鼠喪血 志望震菩-

心拍出蛋正常化

交感神経系､
♭三訪伸筋説諜療テ訪-空転､ヽ -yJ⊥_lil
シン菜先進

心拍出買低下

誓 ㌔
Na､水野欝

控
左室拡張終期容墨増加

♂
左室拡張終期圧上昇

i
肺毛細血管圧上昇
@

肺うっ血､肺水腫

･1.虚血性心疾患と高血圧

虚血性心疾厳の合併に関する高胤狂治療殿効果につい

て隼渡で多くの大規模治療研究が拍なれかているやそれ

では｢軽症および中等症高ぶ鮎Eに対Lて降任治療を音子な-｡

ても虚血性心疾患の発生率をご̂改善がみられない｣という

とし濃二確)昭であり,も量壷荒立鮎は脂繋代謝ち糖代謝への

悪影響な藍 虚血性心疾患の級険網子となるヂ宅謝面での

副作用を凝血することから乎これ臣)が)威厳かど-)終圧療法の

影響を発て論じることはできないI最近き菜園で行なわ

辛;'･＼l情_Iiri吊ミ∴∴ :-IJ吊川､信､†･一:辛.:IPr=lけ:1-

mは且で治療した非喫煙者男子鍔うみ虚血性疾患の発生率

が低かったことを報告Lている.しかし賢かレシウム浩

抗薬な藍 虚血性心疾患をこ対して効果的と考えられる降

圧薬を1茸往雄二検討はまだ十分でなく,今後の検討課題で
L~ト:i.巨･-.把i･∴了､■-詔Ir昌撃.~斗∴､∴∴ 高i付･;∵r∴L一:l

左室拡張終期圧のMM息二界による心内膜下の虚血軍心肥大をこ

∴､辛∴弓言附帯･互亘畑†.1予棋冊汗し浩1辛f刊告1.;∴_了

痛をおこすと考えられる白鷹にチ降圧剤とLて用いられ

･:､∫,ht川､Lげ∴ 十告冊立粧1,日,反骨川上｢川音.杏

体を刺激するためァ冠スパズムにけよる狭心症を悪化させ

るといわれており,虚血性b疾患合併例への使用闘ま注

意が必要である.

:ち.その他の心疾患と高血圧

解離性尭動脈痛の鮒%前後の症例は高血圧を合併して

おり車高動圧は解燈の進展をもたらし専放置LJてお削ぎ

破裂による班戯嘗心顔ン′ボナ--デ,大動脈開銀不全など

の致繭的な結果を紹宅とされている持それゆえ収縮殿護血

棋棚い帖1告斗 巨二パ畑土･(付出mこl＼､ミ'ソHj‖･｢.:I-.

は悪感神経抑制薬態㌘血控もh組曲孤嗣殿接続漁滴と後者をこ

言.:)t11日t､l…t十･_通常-l悠畑腰上上∴!I_･≡上.∴ナ､･TL･

そg珊3J苧心臓噂太血管疾患をrこよる代表的な鍬翫圧例と

しては,且)産室へ遵流したこ戯液が大動脈をこ送6,7揉与ざれ

る時ヲ紺遷3拍損巌が増加L考殿高血圧紋賢二窮-する太動脈

閉耕不全症予諾いむ摘出霧が正常蜜たは低下している時

でも,且回掬をUa麓増加のため,最高血圧が上昇する完全

房室プロヅタ,鋸血管抵抗の増力臼と太動脈壁の弾性低

下をこよる上肢の高血圧を示す太動脈縮窄症亨趨)腎動脈

狭窄をこよる軌鮎管性高血圧の鶴に,下行太動脈狭窄のた

めの【農二半身で孤高泊も圧症,太動脈壁の広範な弾性低下をこ

よる収縮期高血圧鼠 魯餅する太動脈奔連流症による収

縮期高血圧をきたLうる太動脈衆症候群などがあるか

･I.高血圧性心疾患の治療̀方針

隼まで述べてきた様をこ,高倣圧をこよる心服太を残して

おくことは,将来心不変を葱麗するため嘗その縮小が濠三

憂な問題である,心服太の縮小が槻淫をされている薬紬こ

‖∴･目測J巨告薫神経,il~欄i･駁 .ihl川･lt(.r･.叫吊り(､ltt･l∴

かレシウふ措抗薬やアソギオテソシソ変換酵素阻害薬な

どがある一緒且受容体を介Lて交感神経が賦活化きれ,

心肥大をおこすという樽祭5)があり,また心筋内力テニ1--

ルアミンの減少が心肥太の縮小をもたもずとも言われて
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寓 意 降圧薬の心作用

第 1段階 第2段階 第3昆椙
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左室肥大期

N≡fedfpILn亡】

狭心症を伴う 言f'lnl.:i二塁
左室肥大代償期 ノトト全廟
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CkTTlン(jjrlL3
ll-MLlt卜＼三dLIPLj

CLITIKjmLl
･∫-rvltn什＼･･Lj叩(:I

β遮齢婁
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回 議 高血圧性心疾患の段階和食療案

?

お り賢心肥淡のメカニズムをこついては今後検討されなけ

ればならない ら園 望主

心員だ兼を退縮させ,高胞圧による心病変の進展を予防

しようとい う立場から予高血圧性心疾患の段階的治療寮

6)が投薬 されているので紹介す る (図 師 Jb励行動態

Ll､照 n-:写す∵-r∴､十軽症峠性 上沼 し-_),J､托畑/L言.心根 .IU卜吊i

願が目標となるや狭心症を伴 う左室肥大代償期では,心

肥 ,1･+__'~ヽ退縮 ∴伸持∴ 工､柑醗来需要し1､代 卜し.-.L･l',循■帽lい､改

善が臼標となる血高血圧性心不全期では野幌性変力作用

を示す強心薬とともに襖飽荷を減少させる胤管拡張薬,

アンギオテンシソ変換酵素匹鼠害素平か レシウふ措抗薬な
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